
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
メ
イ
ド
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

各電力会社のスマートメ
ーター導入スケジュール

（低圧部門）

本格導入開始 導入完了

北海道電 年度
年度末
↑
年度末

東 北 電 年度下期
年度末
↑
年度末

東 電 年度上期
年度末
↑
年度末

中 部 電 年 月
年 月
↑
年度末

北 陸 電 年度
年度末
↑
年度末

関 電 開始済
年度末
↑
年度末

中 国 電
年度
↑
年度

年度末
↑
年度末

四 国 電 年度下期
年度末
↑
年度末

九 電 年度
年度末
↑
年度末

沖 縄 電
年度
↑
年度

年度末
↑
年度末

※カッコ内は当初計画

電力システム改革の実施スケジュール

実施時期 法案提出時期

【第１段階】
広域的運営推進機関の
設立

年をめどに設立 年 月 日成立

【第２段階】
電気の小売業参入の全
面自由化

年をめどに実施
年通常国会に法

案提出

【第３段階】
法的分離による送配電
部門の中立性の一層の
確保、電気の小売り料
金の全面自由化

年～ 年をめど
に実施

年通常国会に法
案提出目指す

自由化で商機広がる
　
２
０
１
０
年
６
月
以
来
の
改
定
と
な
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

エ
ネ
基

」
の
政
府
案
で
与
党
の
審
議
が
進
ん

で
い
る
。
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え
、
２
年
以
上
か
け
て
見
直
さ
れ
た

今
回
の
エ
ネ
基
。
電
力
と
ガ
ス
の
改
革
を
一
体
で
進
め
る
な
ど
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軸
に
成
長
戦
略
を
実
現
」
す
る
道
筋

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
は
相
互
参
入
や
、
従
来
は
ユ
ー
ザ
ー
の
域
を
超
え
な
か
っ
た
異
業
種
に
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
す
。
多
く
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
よ
る
お
も
て
な
し
競
争
の
時
代
到
来
を
予
感
さ
せ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
「
成
長
戦
略
の
軸
」
に

新
サ
ー
ビ
ス
創
出
産
業
構
造
転
換再

生
可
能
エ
ネ
が
地
域
活
性
化

京セラが設計・建設したメガソーラー 鹿児島市

　　 ２０１４年 平成２６年 ３月３１日 月曜日 （第２部） 　　 （ ）

福
島
県
沖
で

月
に
本
格
稼

働
し
た
浮
体
式
洋
上
風
力
発

電

福
島
洋
上
風
力
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム

▲

　
大
規
模
太
陽
光
発
電
所

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

や
風

力
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と
い

っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
発
電
と
小
売
り
ビ
ジ
ネ
ス

を
核
に
、
地
域
発
の
ロ
ー
カ

ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
生
ま
れ
れ

ば
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
地

域
経
済
の
活
性
化
も
期
待
で

き
る
。

　
自
民
党
の
再
エ
ネ
関
連
の

会
合
で
は
、
衰
退
し
て
い
る

林
業
と
の
組
み
合
わ
せ
で
二

酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

の
吸

収
源
に
も
な
る
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
の
後
押
し
を
政
府
と
し
て

強
め
る
べ
き
だ
と
の
声
も
根

強
い
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は

燃
焼
に
よ
り
生
み
出
す
熱
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
活
用

で
き
る
特
徴
が
あ
る
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固

定
価
格
買
い
取
り
制
度

Ｆ

Ｉ
Ｔ

で
は
現
状
、
太
陽
光

発
電
の
価
格
が
有
利
だ
が
、

今
後
の
制
度
設
計
次
第
で
は

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
も
光
が

当
た
る
余
地
が
あ
る
。
太
陽

光
の
よ
う
に
天
候
に
左
右
さ

れ
な
い
再
エ
ネ
電
源
と
し

て
、
水
力
や
地
熱
、
陸
上
よ

り
も
風
況
が
安
定
し
て
い
る

洋
上
風
力
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

も
大
き
い
。

　
新
た
な
エ
ネ
基
で
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
市
場
が
統
合
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
分
散
型

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
社
会
が

生
ま
れ
る
こ
と
も
想
定
し
て

い
る
。
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
実
現
だ
。
こ
う
し

た
社
会
の
変
化
は
新
た
な
顧

客
ニ
ー
ズ
と
製
品
、
サ
ー
ビ

ス
の
需
要
を
生
み
出
す
。

　
地
域
で
小
規
模
の
コ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電
併

給

発
電
を
運
用
し
つ
つ
、

再
エ
ネ
電
力
も
取
り
込
む
。

出
力
が
不
安
定
な
再
エ
ネ
の

電
力
は
蓄
電
池
な
ど
で
吸
収

し
平
準
化
す
る
。
そ
の
上

で
、
発
電
事
業
者
が
手
が
け

る
低
コ
ス
ト
の
大
規
模
発
電

の
電
力
を
系
統
か
ら
取
り
込

む
と
い
っ
た
モ
デ
ル
だ
。

　
系
統
側
の
電
力
需
給
が
ひ

っ
迫
す
れ
ば
、
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
側
の
稼
働
率

を
上
げ
て
系
統
側
の
発
電
負

荷
を
減
ら
す
こ
と
も
可
能
に

な
る
。

　
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

で
重
要
な
の
は
、
あ
る
特
定

の
エ
ネ
源
の
依
存
を
強
め
る

の
で
は
な
く
、
状
況
に
応
じ

て
多
様
な
エ
ネ
を
組
み
合
わ

せ
て
使
う
イ
ン
フ
ラ
を
構
築

す
る
こ
と
だ
。
新
た
な
エ
ネ

基
に
も
政
策
の
方
向
性
と
し

て
「
多
層
化
・
多
様
化
し
た

柔
軟
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構

造
」
の
実
現
が
明
記
さ
れ

た
。

　
こ
れ
ま
で
は
技
術
や
規
制

の
限
界
も
あ
り
、
大
規
模
な

発
電
所
に
依
存
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
電
力
投
資
の
リ

ス
ク
負
担
を
考
慮
す
れ
ば
、

そ
れ
が
時
代
の
要
請
で
も
あ

っ
た
。
た
だ
、
技
術
の
高
度

化
を
背
景
に

年
前
、

年

前
で
は
実
現
が
難
し
か
っ
た

エ
ネ
社
会
が
可
能
に
な
る
段

階
に
入
っ
た
。

　
そ
の
基
盤
技
術
の
一
つ
が

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

通
信

機
能
付
き
電
力
量
計

。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
工
場
、
オ

フ
ィ
ス
な
ど
の
電
力
消
費
情

報
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス

テ
ム
と
共
有
化
す
る
役
割
を

担
う
キ
ー
デ
バ
イ
ス
だ
。
家

庭
や
事
業
所
な
ど
低
圧
部
門

へ
の
普
及
は
、
電
力
各
社
が

導
入
計
画
を
大
幅
に
前
倒
し

し
た
。
東
京
電
力
は

年
度

か
ら
本
格
普
及
を
開
始
し
、

年
度
末
に
導
入
を
完
了
。

最
も
遅
い
沖
縄
電
力
も

年

度
末
に
完
了
予
定
だ
。
遅
く

と
も

年
後
に
は
、
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
の
基

盤
が
完
成
す
る
。

　

年
に
は
電
気
の
小
売
料

金
が
全
面
自
由
化
さ
れ
る
見

通
し
。
多
様
な
企
業
が
エ
ネ

市
場
に
参
画
し
て
い
る
こ
と

だ
ろ
う
。

　
制
度
基
盤
が
整
い
つ
つ
あ

る
中
、
新
た
な
プ
レ
ー
ヤ
ー

が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
と

う
と
し
て
い
る
。

　
わ
が
国
は
国
産
で
き
る
安

定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
乏

し
い
と
い
う
弱
点
を
持
っ
て

い
る
。
こ
の
た
め
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
給
構
造
は
世
界
の
中
で

も
、
海
外
の
資
源
に
対
す
る

依
存
度
が
格
段
に
高
い
と
い

う
ぜ
い
弱
さ
が
あ
る
。
特
に

東
日
本
大
震
災
以
降
、
ベ
ー

ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
電
力

の
約
３
割
を
担
っ
て
い
た
原

子
力
発
電
所
が
長
期
停
止
し

て
い
る
現
状
か
ら
、
火
力
の

割
合
が
必
然
的
に
高
ま
り
、

化
石
燃
料
へ
の
依
存
度
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　
第
１
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の

１
９
７
３
年
度
時
点
で
、
電

源
構
成
に
占
め
る
化
石
燃
料

依
存
度
は
お
よ
そ

％
。
全

体
の
約
７
割
は
石
油
だ
っ

た
。

　
日
本
は
そ
の
後
、
原
子
力

の
導
入
や
天
然
ガ
ス
の
比
率

を
高
め
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
石
油
依
存
度
を
低
減
さ

せ
る
燃
料
構
成
の
転
換
を
加

速
。
石
油
シ
ョ
ッ
ク
は
世
界

に
冠
た
る
高
度
な
省
エ
ネ
技

術
を
生
み
出
す
背
景
と
な
っ

た
。
大
震
災
前
の

年
度
時

点
の
化
石
燃
料
依
存
度
は
、

省
エ
ネ
技
術
の
貢
献
も
あ
り

％
ま
で
圧
縮
で
き
た
。

　
た
だ
、
足
元
は
原
発
の
長

期
停
止
に
よ
り
、
代
替
電
源

と
し
て
火
力
依
存
度
が
上

昇
。
化
石
燃
料
の
内
訳
は
液

化
天
然
ガ
ス
Ｌ
Ｎ
Ｇ
、
石

油
、
石
炭
と
多
様
化
し
て
い

る
も
の
の
、

年
度
の
化
石

燃
料
依
存
率
は

％
ま
で
高

ま
り
、
第
１
次
石
油
シ
ョ
ッ

ク
時
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
原
発
稼
働
時
と
比
較
し
た

燃
料
費
の
増
加
は
、

年
度

見
込
み
で
約
３
兆
６
０
０
０

億
円
。
国
民
一
人
当
た
り
年

間
３
万
円
を
負
担
し
て
い
る

計
算
だ
。
こ
う
し
た
燃
料
費

の
調
達
コ
ス
ト
増
で
電
気
料

金
も
上
昇
。
経
済
産
業
省
・

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
試
算

で
は
、
大
震
災
前
と
比
べ
標

準
世
帯
の
電
力
料
金
で
約
２

割
の
負
担
増
だ
。

　
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ

る
原
発
の
安
全
審
査
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
実
際
に
何
基

を
い
つ
再
稼
働
で
き
る
か
は

不
透
明
な
の
が
現
状
。
低
廉

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定
供
給

で
き
る
こ
と
が
、
国
内
の
産

業
活
動
を
支
え
る
。
成
長
戦

略
を
推
し
進
め
る
イ
ン
フ
ラ

で
も
あ
る
。

　
た
だ
、
第
１
次
石
油
シ
ョ

ッ
ク
を
上
回
る
よ
う
な
日
本

の
危
機
的
状
況
を
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
契
機

に
し
よ
う
と
の
前
向
き
な
声

は
少
な
く
な
い
。
石
油
シ
ョ

ッ
ク
を
糧
に
高
度
な
省
エ
ネ

技
術
を
生
み
出
し
た
成
功
体

験
を
、
新
た
な
成
長
の
エ
ン

ジ
ン
と
す
る
こ
と
が
政
府
に

も
産
業
界
に
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
新
た
な
エ
ネ
基
に
は
、
電

力
シ
ス
テ
ム
改
革
な
ど
を
起

爆
剤
に
エ
ネ
産
業
の
構
造
を

大
胆
に
転
換
す
る
こ
と
に
よ

り
、
産
業
構
造
が
変
化
し
エ

ネ
市
場
も
活
性
化
す
る
絵
姿

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
電
力
、
ガ
ス
市
場
の

完
全
自
由
化
が
基
盤
と
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ

せ
て
供
給
で
き
る
「
総
合
エ

ネ
ル
ギ
ー
企
業
」
の
創
出
が

政
府
の
狙
い
だ
。

　
既
存
の
電
力
、
ガ
ス
、
熱

供
給
事
業
者
に
加
え
て
、
石

油
や
石
炭
、
天
然
ガ
ス
の
開

発
や
供
給
企
業
、
商
社
、
さ

ら
に
モ
ノ
づ
く
り
の
メ
ー
カ

ー
、
流
通
・
小
売
業
界
の
企

業
な
ど
が
協
業
し
て
、
新
事

業
を
生
み
出
す
こ
と
で
ユ
ー

ザ
ー
の
企
業
や
家
庭
に
向

け
、
お
も
て
な
し
力
を
高
め

ら
れ
る
可
能
性
を
秘
め
る
。

電
力
供
給
体
制
が
必
ず
し
も

十
分
で
は
な
い
新
興
国
に
対

し
て
、
こ
う
し
た
新
た
な
競

争
力
を
強
み
に
ビ
ジ
ネ
ス
を

仕
掛
け
て
い
く
こ
と
も
可
能

だ
。

　
３
段
階
で
進
め
る
電
気
事

業
法
の
改
正
は
そ
の
基
盤
づ

く
り
の
第
一
歩
。
第
１
段
階

は
電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
し
た

際
な
ど
に
、
全
国
規
模
で
電

力
融
通
す
る
権
限
を
持
つ

「
広
域
的
運
営
推
進
機
関
」

を

年
め
ど
に
設
立
す
る
。

こ
れ
は
、

年

月
に
改
正

電
事
法
が
成
立
し
ル
ー
ル
づ

く
り
が
進
ん
で
い
る
。

　
第
２
段
階
は
電
気
の
小
売

業
へ
の
参
入
の
全
面
自
由

化
。
政
府
は
２
月

日
に
改

正
案
を
閣
議
決
定
し
国
会
に

提
出
し
た
。
今
回
の
電
事
法

改
正
で
は
家
庭
な
ど
の
料
金

規
制
は
経
過
措
置
と
し
て
残

し
つ
つ
、
小
売
り
参
入
は
垣

根
を
取
り
除
く
。
ガ
ス
事
業

者
は
も
ち
ろ
ん
、
電
力
事
業

と
無
縁
だ
っ
た
製
造
業
や
情

報
通
信
、
流
通
・
小
売
り
と

い
っ
た
異
業
種
が
、
本
業
の

さ
ま
ざ
ま
な
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
組
み
合
わ
せ
て
電
力
市

場
に
参
加
し
て
く
る
。
業
界

や
事
業
の
再
編
が
活
発
化
す

る
可
能
性
も
あ
る
。


